
事業所名　グループホーム 陽だまり長屋 鈴鹿

作  成  日      ：　平成　25年　3　月   1日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題  目標 目標達成に向けた具体的な取組み内容

1 26
ケアプランの周知徹底が不足し、介護方法の一
貫性が不足している。

職員がケアプランを熟知し、入居者様に応
じ、ケアプランに沿った、安心感・安定感の
ある介護サービスを提供する。

担当制をとり、責任を持ってかかわる事で、毎
月の職員会議時にケアプランを基にして、モニ
タリング、ケア会議を行う事で情報の共有と、
確認と検討を行い、質の向上を図ります。

１２ か月

2 33
看取り、終末期への対応経験が少ない職員が
多いこともあり、今後想定される事態への対応
力の強化が求められています。

ご本人とご家族が終末期に向かい、心身と
もに穏やかに過ごして頂けるよう、緊急時・
終末期・看取り時それぞれに、的確に対処
できる体制を構築します。

看護師を配置する事で、医療連携体制の強化
を図ると共に、マニュアルの整備を行い、知識
の習得と実践力の養成を目指し、併設の有料
老人ホームとの合同勉強会などを実施しま
す。

１２ か月

3 か月

4 か月

5 か月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

目標達成に
要する期間

評価結果
市町提出日    ：　平成　25年　5　月　14日

目標達成計画


